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　7000点を超える応募があった子供たち
の「新聞切り抜き作品」の力作の中から、
中日大賞や県大賞を選ぶ最終審査会

う～ん、どれもいい作品だ！

「先生のための新聞活用研修会」が平成
17年6月10日に開かれ、新聞活用の方法
や、記事の書き方、レイアウトの仕方など
を学ぶ東海地方の先生たち

教育に新聞力生かそう



　教育現場で新聞を教材にして子どもたちを指導するＮＩＥ（Newspaper in 
Education）活動は、地道にではありますが、着実に広がってきています。
　ＮＩＥをやってみようという先生方も増えては来ていますが、いざ実践の
段階で、はたと立ち止まるケースが目立ちます。どんなことをすればいいのか
？　何を、どんな順序で始めるのがいいのか？――手探りの不安が、やる気を
委縮させかねません。
　中日新聞ＮＩＥカリキュラム編成委員会では、ＮＩＥ初心者の先生方のた
めに、先輩教師による新聞学習のためのカリキュラムづくりを進めてきまし
た。既にＮＩＥを実践している６人の先生が小学校の低学年、中学年、高学年
に分かれて自分の経験とノウハウを出し合い、１年間にわたる討議の末、模範
的なカリキュラム案を構築しました。「こうすればＮＩＥを進めやすい」「こん
な方法でも子どもたちを指導できるよ」。いろいろなアイデアを凝縮させてこ
の小冊子にまとめました。これからＮＩＥ活動に挑む先生方の参考になれば
幸です。

　　　はじめに

新聞学習のアイデア凝縮
中日新聞社ＮＩＥ事務局長

服部　賢
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①　写　真 ②　見出し ③　文　章

低
学
年

・写真を判断（どのような写真
なのかがわかる）することが
できる。

・見出しを見たり聞いたりして、
それにあった写真を選ぶこと
ができる。

・親子でお気に入りの写真付き
記事を選ぶことができる。

・再構成して、新聞切り抜き作
品に活用することができる。

・学習した文字を見つけること
ができる。

・いろいろな見出しがあること
が分かる。

・再構成して、新聞切り抜き作
品に活用することができる。

・学習した「ことば」を見つけ
ることができる。

・再構成して、新聞切り抜き作
品に活用することができる。

中
学
年

・種類の違う写真付き記事を選
び出し，分類・整理できる。

・テーマに沿って写真を分類・
整理することができる。

・一枚の写真を基に親子で話し
合うことができる。

・写真に見出しをつけることが
できる。

・写真の説明文を書くことがで
きる。

・一枚の写真を基に内容を考え
ながら話し合うことができる。

・テーマに合わせて再構成し、
新聞切り抜き作品をつくるこ
とができる。

・新聞の記事や写真付き記事に，
見出しをつけることができる。

・気に入った見出しを集め、そ
れを参考にオリジナル見出し
をつくることができる。

・テーマに合わせて再構成し、
新聞切り抜き作品をつくるこ
とができる。

・記事を読み、内容にあった見
出しをつけることができる。

・上手なインタビューの仕方を
考えることができる。

・記事について親子で意見を交
流することができる。

・記事の書き方（５W 1 H）を
理解することができる。

・テーマに合わせて再構成し、
新聞切り抜き作品をつくるこ
とができる。

高
学
年

・写真をもとにして、詩や短歌
や俳句をつくることができる。

・写真から情報を読み取り、写
真の果たす役割について考え
ることができる。

・写真を多様な観点にしたがっ
て分類することができる。

・写真を自分で決めた観点にし
たがって分類し、四つ切り画
用紙にまとめることができる。

・写真をもとにして、自分なり
の記事を書くことができる。

・テーマに合うよう工夫して再
構成し、新聞切り抜き作品に
効果的に活用することができ
る。

・見出しに使われている表現技
法を見つけ、自己の表現に生
かそうとすることができる。

・見出しの効果や役割について
考えることができる。

・キャッチコピーと見出しを比
較し、共通点や違いを理解す
ることができる。

・テーマに合うよう工夫して再
構成し、新聞切り抜き作品に
効果的に活用することができ
る。

・写真から情報を読み取り見出
しをつけることができる。

・記事の構成要素を見つけ、記
事の書き方の特徴を理解する
ことができる。

・投稿を読み、自分の考えをも
つことができる。

・記事の比較をし、切り口の多
様性や情報発信者の意図を理
解することができる。

・記事をもとに親子や仲間と意
見を交わすことができる。

・記事の量・割り付け位置など
から，情報の価値を考えるこ
とができる。

・インタビュー、ルポルター
ジュなど記事文の種類を理解
し、それぞれの効果について
考えることができる。

・記事の効果を考えることがで
きる。

・テーマに合うよう工夫して再
構成し、新聞切り抜き作品を
つくることができる。
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④　広　告 ⑤図・マンガ ⑥　その他

低
学
年

・見やすい広告、印象に残る広
告と、その他のものに分類す
ることができる。

・写真や色により、目立つ広告
を見つけることができる。そ
れを用いてカルタやすごろく
の素材にすることができる。

・再構成して、新聞切り抜き作
品に活用することができる。

・報道記事と広告記事を区別す
ることができる。

・絵や図に合う色を考えること
ができる。

・再構成して、新聞切り抜き作
品に活用することができる。

中
学
年

・広告の伝えたいことを理解す
ることができる。

・広告写真と，記事に関連した
写真の違いを考えることがで
きる。

・広告を利用してクイズを考え
ることができる。

・テーマに合わせて再構成し、
新聞切り抜き作品をつくるこ
とができる。

・マンガに、タイトルをつける
ことができる。

・４コママンガのセリフを考え
ることができる。

・テーマに合わせて再構成し、
新聞切り抜き作品をつくるこ
とができる。

高
学
年

・気に入った広告を選び、その
理由となる広告の良さをまと
めることができる。

・広告にひそむ企業の PR の技
や工夫を見つけ、自己の表現
に生かすことができる。

・テーマに合うよう工夫して再
構成し、新聞切り抜き作品に
効果的に活用することができ
る。

・四コママンガや３コママンガ
の構成を理解し、マンガをつ
くることができる。

・政治面１コママンガの意味を
考えることができる。

・マンガの果たす役割について
考えることができる。

・図やグラフの役割をとらえ、
効果的な使い方を考えること
ができる。

・天気予報から多様な情報を読
み取ることができる。

・テーマに合うよう工夫して再
構成し、新聞切り抜き作品に
効果的に活用することができ
る。

・新聞から得られる情報を整理
したり、新聞の構成を知るこ
とができる。

・テレビ欄の工夫を見つけ、テ
レビ欄から効果的に情報を得
ることができる。

・記事から個人情報にかかわる
内容を見つけ、個人情報の重
要性について考えることがで
きる。
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低　学　年（12 時間） 要
素 中　学　年 （14 時間） 要

素

ス
テ
ッ
プ
１
　
・
　
親
し
む

◇新聞で遊ぼう（１）
　＜新聞折りたたみゲームをしよう＞
　　▽新聞に乗ってじゃんけんをし，負けたら順

に半分に折っていく

  ＜新聞から数字を探そう＞
　　▽新聞から数字を探してワークシートの空欄

にはっていく
  ＜新聞からいろんな顔を見つけよう＞
　　 ▽新聞の顔写真から、気になる写真を選んで

ワークシートに整理する

◇新聞ファッションショー（１）
  　広告のページや写真をいかして服を作る
  　見出し・写真などを切り抜き，模様にする

全

②
③
①

全

 ◇テーマに合う写真を探そう（１）
　▽お気に入り，季節，地域，生き物・植物・動

物，スポーツ，人物など数種類の写真を選ぶ
   ▽何の写真か紹介し合う               
　　※家庭へ協力を呼びかける（ファミリーフォー

カス）
      
 ◇おもしろ見出しを集めよう（１）
　▽見出しを集める
　▽キャッチコピー風のオリジナル見出しを作る

①

②
④

ス
テ
ッ
プ
２
　
・
　
読
む
　
知
る

◇新聞神経衰弱ゲーム（１）
　▽カードと同じ平仮名を新聞から探す

◇見出しと写真でぴったんこ（１）
　▽教師の提示した見出しに合う写真を選ぶ

◇ひらがな探し（１）
　▽平仮名を新聞の見出しから探して，言葉を完

成させる

②
③

①
②

②

 ◇新聞のマンガを読もう（１）
　▽各自が題名を考え，良い題名をつける
　▽吹き出しにセリフを入れる   
                                   
 ◇「私のＮＯ．１写真」を見つけよう（１）
　▽各グループ内で発表し合う   
　▽選んだわけを紹介する       
                                   
 ◇写真付きの短い記事に見出しを（１）
　▽写真付きの短い記事が何を伝えたいか話し合

う 
　▽記事の内容を簡潔に表し，読み手の興味をひ

く見出しを考える

⑤

①

①
②
 

　
ス
テ
ッ
プ
３
　
・
　
考
え
る

◇新聞でカルタづくり（２）
　▽選んだ写真記事（取り札）に合う読み札を作

り，  カルタで楽しむ

◇新聞の写真ですごろくづくり（２）
　▽すごろくの枠に写真付き記事をはってすごろ

くを完成する。一回休み，五つ進むなどの枠
について工夫する

◇親子でお気に入り写真を見つけよう（２）
　▽四つ切り画用紙で作った四角柱に，お気に入

りの写真付き記事をはって展覧会をする
  
　※家庭での協力（ファミリーフォーカス）を呼

びかける

①
⑤

①

①

◇記事に見出しを付けよう（１）
　▽記事の内容を簡潔に表し，読み手の興味をひ

く見出しを考える             
                                  
◇写真に説明文を付けよう（１）
　▽写真が何を伝えたいか話し合う             
　▽写真から分かる事実を，５Ｗ１Ｈに注意しな

がら説明文を書き表す         
  
◇写真を見て意見を発表し合おう（１）
　▽写真を見て考えたことを話し合う
　　何を伝えたいか
　　撮り方の工夫

③

①

①

ス
テ
ッ
プ
４
　
・
　
発
信
す
る

 ◇新聞切り抜き作品をつくろう（２）
　▽模造紙に書かれたさまざまな枠（動物園・水

族館・森の中・お店屋さん・すごろく枠・マ
ンション・乗り物など）に気になる写真付き
記事をはる

　▽タイトルを考える
　▽余白に感想を書く
　▽時間があれば学習発表会などで異学年の児童

や保護者，地域の方などを招いて発表する

全  ◇新聞切り抜き作品をつくろう（６）
　▽毎週継続して１～２枚の写真や記事を探す
　▽所定のレイアウト用紙にはり付ける
　▽見出しをつけ，分かったことや感想をレイア

ウト用紙に書き込み，新聞切り抜き作品を完
成する

　▽グループかクラスで発表し、相互に評価し合
う

①
②
③
④
⑤
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高　学　年 （20 時間） 要
素 高学年・発展（11 時間） 要

素

　
ス
テ
ッ
プ
１
　
・
　
親
し
む

◇新聞から情報をキャッチ（１）
　▽新聞から得られる情報を見つける
　　（事件，行事，地域，人物，政治，経済，広告，

天気，テレビ・ラジオ番組）
　▽新聞の目次を作り，新聞の構成を知る
◇テレビ欄を読んでみよう（１）
　▽テレビ欄から話題のニュースを見つける
　▽テレビ欄の工夫を見つける
◇写真で遊ぼう（１）
　▽写真から俳句をつくり，発表し合う
◇マンガを作ろう（１）
　▽マンガの構成や伝える内容を考える
　▽新聞のマンガを参考に，四コママンガを作る
◇親子で記事を読んでみよう（１）
　▽親子で気になる記事を読み，話し合う

全

⑤

 
①
 
⑤ 

③

◇投稿欄を読んでみよう（１）
　▽投稿欄の内容を分類・整理し，今話題となっ

ていることを知る
　▽投稿欄の中から賛成・反論したい記事を選び，

発表し合う

③

ス
テ
ッ
プ
２
　
・
　
読
む
　
知
る

◇記事を読んでみよう（１）
　▽記事を読み，記事の構成要素を整理する　　

　　（見出し・リード・本文・写真など）
　▽記事文の書き方や特徴を見つける
  　（５W １H・重要なことが先・逆三角形型の文・

事実のみを書く）
◇見出しをつけよう（１）　
　▽見出しに書かれている効果的な表現を見つけ

る
　▽写真から見出しをつくり，プロがつくった見

出しと比較する
   ※文字数（１１文字程度）にも着目させる
◇写真から情報を読み取ろう（１）
　▽グループごとに，写真から分かる情報を発表

し合う（記事の内容を想像する）
　▽写真に共通して写されているものを探す
　　（人・もの・場面）

③

②

①

◇記事を読んでみよう（１）
　▽いろいろな種類の記事を探す
　　（インタビュー記事・ルポルタージュ・社説な

ど）
　▽それぞれの記事は，どんなことを伝えるとき

に効果的かを話し合う
◇新聞広告から情報伝達の技を学ぼう（３）
　▽目立つ広告・気になる広告を集める
　▽集めた広告を分類し，情報伝達の技を知る
　（倒置法・リフレイン・名詞止めなど）
　▽キャッチコピーと見出しを比較し，共通点や

違いを話し合う
◇天気予報の情報をキャッチしよう（１）
　▽天気予報から得られる情報を見つけ，発表し

合う
　▽得られる情報についてどのような人に役立つ

か話し合う

③

④
②

⑤

ス
テ
ッ
プ
３
　
・
　
考
え
る

◇記事を読み比べてみよう（１）
　▽同じニュースについて複数紙を読み比べ，感

想を発表し合う
　▽写真・見出し・記事ごとに共通点や相違点，

必要性について考え，記事の切り口の多様性
や発信者の意図を知る

◇図やグラフの効果を考えよう（１）
　▽記事の中の図やグラフの効果について考える
　▽見出しから，必要な資料を考える
◇写真を分類しよう（２）
　▽写真をいろいろな観点で分類し，発表し合う

（色・内容・資料など）
　▽１日分の日刊紙から，記事を集めて分類

し，四つ切り画用紙にまとめる

③

⑤

全

◇個人情報の扱いを考えよう（１）
　▽いろいろな記事から個人情報に関する内容を

見つける
　▽見つけた個人情報の必要性について話し合う

◇記事の位置や大きさを考えよう（１）
　▽日刊紙から，重要な記事はどのような記事か

を考える
　▽記事の割り付け位置から重要な記事のきまり

について考える
　▽自分たちが考えたきまりと新聞社の価値基準

を比較する

全

ス
テ
ッ
プ
４
　
・
　
発
信
す
る

◇新聞切り抜き作品をつくろう（８）
　▽気になる記事を集める
　▽自分でテーマを設定し，記事を集める
　▽集めた記事を分類整理する
　▽分類した記事を効果的に割り付ける
　▽見出し・感想などを書き，作品を仕上げる
　▽新聞切り抜き作品を発表し合い，評価し合う

全 ◇気になるニュースを伝え合おう（１）
　▽記事の概要を説明する自分の感想を発表する
　▽記事の内容について質疑応答する
　▽発表を聞いた子供たちが感想を発表する
　▽教師が，新聞の読み方と話し合い方にについ

て，評価やワンポイントアドバイスをする
◇投稿に挑戦（２）
　▽日刊紙から気になる記事を選ぶ
　▽投稿欄を参考に事実と意見を区別して原稿を

書き，投稿する

全

③
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第13回新聞切り抜き作品コンクール、中日大賞受賞作

授業内容
（低学年）
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新聞切り抜き作品とは
　「新聞切り抜き作品づくり」は、中日新聞社独自の新聞を使った勉強方法です。平成
６年（１９９４年）９月に第１回新聞切り抜き作品コンクールの募集を始め、もう１３
回になりました。
　作品は、新聞を読み、テーマを決めて関連した記事を切り抜き、見出しを付け、レイ
アウトをしながら模造紙（Ｂ紙）にはります。それに制作者の意見、感想を書き込んで、
世界で１つだけの「新聞」に仕上げるのです。
　応募の対象は、小・中・高校生でしたが、３年前から「ファミリーの部」も設けました。
親子や、おじいさん、おばあさんと一緒に作ることによって、コミュニケーションがは
かられ、家族の「絆」が生まれると考えているからです。新聞業界が進める「新聞活用」
の手法として、優れた方法だと考えています。
　最近の応募数は、７，０００から８,０００点。作品を複数で仕上げて出展することも
できますので、応募者数は１０，０００人を超えています。

作品づくり、コンクールの狙いと効果
　「新聞切り抜き作品作り」を提案している理由は、子供たちに社会性を身につけて　
「生きる力」を培ってほしいからです。
　これまでの学校教育は、先生が教科書を主にし「指導」の形をとってきました。どち
らかというと、子供たちからすると「受け身」の授業展開になりがちです。でも、新聞切
り抜き作品作りは「自らテーマを決め、新聞を切り抜いて模造紙にはり、意見や感想を
書く」のですから、主体的に学習し、情報発信することになります。文部科学省が考え
ている「自ら問題を見つけ、解決する学習」です。
　作品を作るには、いろいろな記事を読みますから、知らず知らずのうちに「読解力」
「漢字力」「文章表現力」が向上し、「考える力」や「社会力」を身につけることになるでし
ょう。それだけでなく作品を構成することによって「デザイン力」や「創造力」も高まる
でしょう。１つのテーマを継続して追い続けることは「より広く、より深く学習ができ
る」ことに繋がると確信しています。コンクールを続けていて何よりもうれしいのは
　「作るのが楽しい」という子供の声が多いことです。学校だけでなく、家族で一緒に
取り組めて「教育に新聞を（ＮＩＥ）」が目指すもう一つのファミリーフォーカスにも
最適です。

（中日新聞社ＮＩＥ事務局　渥美勝朗）
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カリキュラム編成スタッフの感想
（順不同）

市川　正孝教諭 愛知県安城市錦町小学校
　私は、新聞が民主的な社会にとって欠くことのできないメディアであると確信してい
ます。このカリキュラムを利用して、一人でも多くの方が新聞を活用した学習を楽しく進
められることを期待します。今回のカリキュラム作成を通して、県内外の同志の方、新聞
社のみなさんと貴重な時間を過ごすことができました。すてきな学びの時間でした。これ
を契機に、私自身も自分の実践を見直し、新たな挑戦をしたいと思います。

岩井　伸江教諭 愛知県碧南市立西端小学校

　試行錯誤の中で、始まったＮＩＥカリキュラム作成。素晴らしい仲間と共に、楽しみな
がら、私自身いろいろなことを学ぶことができ、貴重な体験になりました。担当した低学
年は「新聞に親しみながら使う」をコンセプトに考えました。カリキュラム作りに際して
は、ＮＩＥの低学年での授業経験がないため、校長先生や先生方に、カリキュラム案につ
いて実際に授業をしていただき、子供たちの実態に即したアドバイスをいただきました。

尾関　一夫教諭 三重県桑名市立城南小学校

　「新聞活用のカリキュラムづくり」と聞いて、今までに経験のないことでしたので戸惑
いがありました。しかし、新聞を一資料として活用するだけでなく「新聞に学ぶ」という新
しい見方での新聞活用方法に触れることができ、大きな収穫でした。今後、多くの先生方
にこの冊子を読んでいただき、新聞活用の輪が広がっていけばうれしい。今回、他県の委
員の皆さんと、１つの目的に向かって前向きに議論でき、とても有意義でした。
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原田　紀保 中日新聞社ＮＩＥコーディネーター

　中日新聞の13年間にわたる先生方の新聞学習の実践記録を基に「子どもの発達段階を
考えた指導内容を考えよう」と始まった新聞学習カリキュラムづくり。新聞は今を伝える
生きた教材であることは編集委員のみんなが認めるところだが「どの教科で学習するか」
議論された。本書では、あえて教科にとらわれない新聞学習の系統化を図ることにした。メ
ディア・リテラシイ育成の必要性が叫ばれる今日、教育現場での参考になれば幸いである。

小野　浩史教諭 愛知県豊川市立金屋小学校

　先行文献や資料がほとんどない状態で、子供の発達段階を考慮した系統的な新聞学習
のカリキュラムを編成するのには、とても苦労しました。しかし、編成を進めていく中で、
これまでの自分自身の実践を整理したり、見詰め直したりすることができ、勉強になりま
した。今後、より多くの学校で積極的に活用していただき、多くの先生方の手でこのカリ
キュラムをより完成度の高いものにしていただけたら、大変うれしく思います。

三原　貫司教諭 岐阜県山県市立梅原小学校

　ＮＩＥの実践を進めていて、カリキュラムの必然性と重要性を感じていたので、作成に
かかわれて光栄です。東海四県の実践者が集い、実践しながら迷ったり戸惑ったりしてい
たことを素直にぶつけ合い、カリキュラムという到達点を目指してきました。その中でた
くさんのことを学びました。ＮＩＥは、学習の素材として大変有効です。このカリキュラ
ムによって、素材から一つの学習としてみていただけるようになればうれしいです。

山崎　章成教諭 静岡県浜松市芳川北小学校

　ＮＩＥの実践は、単発的なものが多いのが現状です。そんな中である程度の期間を見通
したカリキュラムの形であるべき姿を提案できたのは、うれしい限りです。カリキュラム
の全てを実践するのは難しいかもしれませんが、いくつかを組み合わせて実践していた
だければと願っています。子供が生きている社会をタイムリーに学ぶことができる新聞
の良さを小学校の段階で身に付けることは、大切なことだと改めて感じました。

加藤　毅 中日新聞社ＮＩＥコーディネーター

　小学校の新聞活用学習カリキュラムができました。愛知・岐阜・三重・静岡のベテランの
先生方６人が総力を挙げて作成されました。先生方すべてが「一太郎」で文書を作成され、
事務局は「ワード」を使っているため文書整理に「一太郎」を学びながらの作業でした。ま
た、先生方のいろいろな思いの調整もありました。多くの先生方がこのカリキュラムを参
考にされ、各学校の実情に即して活用・修正していただければ幸甚です。

渥美　勝朗 中日新聞社ＮＩＥ事務局委員

　中・高校の教員免許を持ってはいるが、教育現場のことになるとペーパー・ドライバー。
カリキュラム編成会議中、教育の専門用語が飛び出すなど、理解できないことがしばし
ば。教科の枠にとらわれ過ぎて、先生同士や新聞社側委員との意見がなかなかかみ合わな
い。立ち往生したり、壁にぶつかったりしたが、「私たちの手で何とかしよう」という、みん
なの気持ち、新聞学習への強い情熱がカリキュラム編成を結実させた。
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 あ と が き
「子供の発達段階に合わせた新聞学習のカリキュラムを作ろう」と、ＮＩＥ
カリキュラム編成委員会を立ち上げたのが、昨年の５月27日でした。とりあえ
ず、小学校編をまとめることとし、長年、新聞活用に取り組んでいる中部地方
の小学校の先生６人に、編成委員をお願いし「どう取り組んだらいいか」から
話し合いを始めました。
どの先生の認識も、新聞学習のカリキュラム作りが急務であることは同じ
でした。が、いろいろなメディアとの絡みもあって先生から「なぜ新聞でなく
てはいけないのか」「教科書との違いはなに？」といった素朴な質問が、初っぱ
なから事務局側編成委員に突きつけられました。
そこまで突っ込んだ十分な考えや準備が整えてなく、戸惑いました。ない知
恵を絞って「新聞は、いま社会で何が起こっているかを伝え、教科書にはない
情報が載っている。その点からいっても、いまの社会の動きを知り、対応する
力を付けるには、最適な教材。社会力や、生きる力が身につくと考えている」と
持論を話し、理解していただきました。
新聞学習の「目標」をどこに置くのかでも、当初から議論の壁にぶつかり「カ
リキュラム作りは難しいかもしれない」といったムードになったこともあり
ました。ある意味で「難産」でした。
それでも「新聞で今を知り、近未来を生き抜く力を育てる」という方向では
どうか、という話が出て、目標を「新聞で今を知り、考え、未来を拓（ひら）く人
間の育成」と決め、動き始めました。
会合は７回開き、具体的なカリキュラム案は、小・中・高学年に分かれて、そ
れぞれの自宅でまとめていただきました。会議の過程では「熱い議論」もあり
ましたが、豊富な実践をしてきたベテランの先生ばかりで、アイデアが一杯、
具体的なカリキュラムの事例には事欠きませんでした。
議論の中心は、子供たちの成長段階に合わせて、どのような方法で、どうい
う過程で活用したらベターか、でした。小学１、２年生の低学年、３、４年生の
中学年、５、６年生の高学年に分けて、それぞれ「親しむ」「読む・知る」「考える」
「発信する」と、段階的に高めるカリキュラムの構成にし、それに適した新聞活
用法を当てはめて行きました。

－ 60 －



どの学年で、どういった新聞活用法をしたらいいか、線引きがとても難しい
面もありましたが、それを調整しながら進めました。とりわけ高学年の活用法
の事例が豊富で、高レベル過ぎると思われる活用法がありましたが、実際に小
学校で実践し成果を上げてきた事例なので「発展」として取り入れました。で
すから、中学生の段階でも十分活用できる内容になっています。
カリキュラムがまとめられた陰の要因は、中日新聞社が新聞活用法の１つ
に、独自の「新聞切り抜き作品作り」を提案し、推進していることが上げられま
す。この作品作りは、新聞を読んで理解し考え、新聞を教材にして創造し、自分
の感想・意見を発信するとういう、総合的な効果が期待できるからです。
編成委員のみなさんも、各学年の最終ステップ「発信する」に新聞切り抜き
作品作りを置くことに異論はありませんでした。多分、この手法は、今後いろ
いろな形を変えながら新聞活用の良き方法として教育現場で取り入れられて
いくだろうと考えています。
今回まとめたカリキュラムは、社会、国語、総合的な学習、道徳など、教科の
枠を超え、どこでもつまみ食いして活用できるよう、作成してあります。数年
前から、ＮＩＥ全国大会や日本ＮＩＥ学会などで「カリキュラム作り」が話題
になっていますが、現実的には系統的にまとまったカリキュラム案はまだで
きていないと思います。

（ＮＩＥ事務局委員・渥美勝朗）
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　7000点を超える応募があった子供たち
の「新聞切り抜き作品」の力作の中から、
中日大賞や県大賞を選ぶ最終審査会

う～ん、どれもいい作品だ！

「先生のための新聞活用研修会」が平成
17年6月10日に開かれ、新聞活用の方法
や、記事の書き方、レイアウトの仕方など
を学ぶ東海地方の先生たち

教育に新聞力生かそう


